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2020（令和 2）年 7月 
令和２（2020）年度「めぐろシティカレッジ」の 

講座中止に伴い受講が叶わなくなった皆さまへ 

 

めぐろシティカレッジ振興会会長 

  堀 信行 

 

新型コロナ・ウイルス感染症の広がりが、なかなか治まらない状況の中、私たちか

ら、先月、全講座中止のお知らせとともに、各カリキュラム委員 7名からのメッセージ

を添えて、お送りいたしました。その後、私たちは、来年度の講座へ繋ぐためにも、皆

さまとの交流を持続したいと語り合ってまいりました。その結果、まずはできることから

始めましょうということで、これから毎月、私たちのエッセイなどを中心にお送りするこ

とにいたしました。皆さまからのご意見をいただきながら、状況に応じて新たにできる

ことも模索していきたいと考えています。ご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしく

お願い申し上げます。 

本日、お送りするエッセイは、こうした試みの第 1回目のものです。今からご紹介す

る小文は、私がかつて沖縄で出会い、南の島の自然とそこで育まれた文化と人々の

心について、意気投合して、時にはお酒を酌み交わしながら、熱っぽく語り合い、めぐ

ろシティカレッジの 2013（平成 25）年度の講座で講義もしていただいた映画監督、大

重潤一郎氏へ敬意を込めて書き綴った短い献辞（オマージュ）です。 

大重潤一郎監督は、2015（平成 13）年 7月 22日に 69歳で亡くなられました。その

追悼の催しとして監督の作品の上映会が行われ、それに参加して書いた感想文を寄

稿したものが、主催者が関わる「NPO法人 東京自由大学」のホームページの“ｔhe 

Earth of Free Green”というコーナーの第 23号〈2018年〉に掲載されています。その

サイトの URLは下記の通りです。

（https://freegreen.jimdofree.com/%E7%AC%AC23%E5%8F%B7/%E5%A0%80%E4%B

F%A1%E8%A1%8C/） 

 本稿は、上述のサイトから私の寄稿文を抜粋したものです。抜粋の末尾に私自身

の紹介部分もあり、恐縮ですがそのまま掲載させていただきました。 

なお、皆さまに読んでいただくために若干の加筆を行うとともに、補足説明が必要

な部分については、以下のようにさせていただきました。まず、本文中に挿入可能な

短いものについては、＜ ＞で括って挿入し、説明内容が長くなるものについては、本

文中に＜注１＞のように注に番号をつけて挿入し、末尾に＜注＞としてまとめておき

ました。 
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「神の島」に寄せた熱い心 

―大重潤一郎監督との記憶を辿るー 

堀 信行  

 

私は、2018（平成 30）年 7月 22日、大峯本宮天河大辨財天社＜所在地：奈

良県吉野郡天川村坪内＞の奉納上映会で、長年の夢であった大重潤一郎監督＜

注１＞の作品「久高オデッセイ第三部 風章」と「水の心」を鑑賞した。鎌田

東二先生＜注２＞を中心に企画されたこの上映会の日は、3年前に大重監督が

69歳で亡くなった命日でもあり、映像を通して監督に再会できた日でもあっ

た。 

これまで大重監督の映画を観る機会を失ったままだった私にとって、今回は

「長年」の夢が叶えられた日でもあった。「長年」とは、大重監督が「久高オ

デッセイ」三部作の製作を開始したとされる 2002（平成 14）年以来の年月の

ことである。というのは、私が大重監督と初めて出会ったのは、16年前の

2002（平成 14）年 11月 16日のことであった。思えば、監督が「沖縄映像文化

研究所」をこの年の 10月 14日に設立されて、ほぼ一か月後のことである。 

出会いのきっかけは、現在「大地の再生」家として全国的に活躍されている

矢野智徳氏＜注 3に示した一覧表の 1月 18日の講義の講師＞との縁であっ

た。矢野氏とは都立大の地理学科の縁もあって、各地の環境改善に私も微力な

がら関わっていた。矢野氏が大重監督と知り合ったのは、矢野氏が久高島を歩

いている時に偶然出会い、そこで矢野氏が、環境への取り組みを説明したとい

う。それを聴いた監督は、いたく感動したことに始まる。その後間もなく私は

矢野氏から大重監督のことを聴き、久高島でお会いすることになったのであ

る。初めてお会いした日の光景が今も忘れられない。 
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大重監督が写真に見るように、とてもお似合いの青いシャツに白いズボン姿

で、カメラを片手に、我々の方に向かって歩いて来られる光景は、一コマの映

像を見るようであった。初めての出会いであったが、お互いに、会いたい人に

会えたような興奮がそこにはあった。瞬く間に大重監督ならではの人間的な空

気に包まれていった。私は、サンゴ礁地形を中心に自然地理学の研究をしてい

ることを手短に自己紹介した後、すぐイシキ浜の南端の海岸に出た。すると、

すぐに監督から、この島の自然地理学的特性を説明して欲しいといわれ、語り

始めると、監督はすぐさま至近距離で手持ちのカメラを廻し始めた。私は、普

段カメラを頻繁に使うことには慣れていたが、撮られることには不慣れなた

め、一瞬戸惑い、私の声も潮騒の音にかき消される感じがした。 

その後、カルスト地形を活かした土地利用に、畑周辺の草木の風通しを良く

するアブシバライという作業の様子（写真左）などを撮影した。「久高オデッ

セイ」の第一部と第二部を観たことがある矢野氏によれば、その時の映像の一

部が出てくるとのことであるが、私はそれ以来ずっとその場面を見てみたいと

思っている。不思議なもので、お会いしてすぐに監督のカメラの中に撮りこま

れたためか、自分が大重監督の世界の一郭を構成しているような錯覚に陥るこ

とがある。 

この出会いの後、那覇の事務所に三回程伺い、旧交を温めた。また 2013（平

成 25）年 11月 2日には、目黒区の生涯学習機構である「めぐろシティカレッ

ジ」の講座「生きる知恵：古今東西」＜注３＞の講師としてお招きし、「生き

る知恵：私の場合」という表題の講義をしていただいた。車椅子から声を絞り

出すように語られる監督の姿を脇から眺めながら、講義を気持ちよく引き受け

ていただいた監督に感謝しつつ、私は感無量であった。この時も発病後の監督

は、何回目かの手術を兼ねて上京されていたと思う。 

 

以下当日の大重監督の言葉の断片を幾つか挙げてみよう。 

「病気で倒れた時、ありありとある風景を見た。自分の祖先が出てきて「何と

お前は自分勝手なことをしているのか。お前には俺たちもいるんだぞ」と言 
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った。」 

「ある日、比嘉康雄＜注４＞から電話があった。「俺はもう死ぬ」と。…そし

て「血と肉を剥ぎ、骨だけにしてくれ」と比嘉は言った。…椅子に座ったまま

そう語る比嘉を撮った画像を泣きながら編集した。」 

「彼は言った。「男はウミンチュ＜海人＞、女はカミンチュ＜神人＞」「男

は効率を求め、女は命を残し、命を繋ぐ」「争い中心の男、命中心の女」

と。」 

「沖縄を去ろうとしたら何かおかしい。本土と繋ぐ人が要る。私は去れない

と思った。妻にも相談せずに沖縄へ行ってしまった。」 

「私は脳の（？）がやられている。右半身激痛が走る。脳が勝手につくって

いる痛み。脳がいかに大切かとしみじみ思う。」 

「（＜病で＞倒れて）最初の４・５年は話しても通じなかった。諦めないで

努力して今に至っている。」 

「美味いもの食べて、…つまり刺激を与えて蘇った。薬で治ったわけではな

い。」 

「医者で半分。あとは自分で治さないといけない。…刺激が大切。実際の生

活が一番のリハビリである。」 

「自力本願だ。特に感覚は自分で治すしかない。」 

「命の全うが重要。命の巡り、先祖からの流れが大切。」 

「人頼みにするな。自分でやれ。無関心はいけない。」 

「病気をすると、心の病気がついてまわる。」 

 「感動というものがある。『禁じられた遊び』を観て感動し、映画に走っ

た。そして感動の背後に自然がある。小さい頃桜島を見てそう思った。」 

 「今の異常気象も罰が当たっているのではないかと思った方がよい。」 

 「大地は天からの授かりもの。」 

以上、当日の大重監督語録の一部である。 

さてここで、「久高オデッセイ第三章 風章」の映像に戻り、大重監督との

記憶の終章へと向かいたい。映像の中で、サンゴ礁の内海である礁湖（または

礁池）を「イノウ」という方言を使っての説明が出てきたときは、初めて出会

った日に監督に説明した会話が懐かしく思い出された。一通り撮影が終わった

後、港近くのお店で、早速杯を酌み交わした。飲むほどに監督との波長が合

い、心地よい。久高島のことから沖縄の自然観や文化論へと話題は尽きなかっ

た。 

その中で私は聞きたかった疑問を監督にぶつけた。「なぜ久高島なのです

か」と。監督は、この島に人生を奉げ、貴重な記録写真を残した比嘉康雄氏の

ことを述べ、そして 12年ごとに行われ、島社会の根幹にある神女就任儀礼の



―5― 

 

祭祀「イザイホー」＜注 5＞が途絶えて久しいことを挙げた。「だから、この

島がこれからどのように生きていくのか、また新たに何が生まれるのか、再生

する久高島を見届けたい。」と、大重監督は力を込めて、熱っぽく語った。人

間が人生をかけて決意し、そのために生きる気高さを感じ、私は感銘を受け

た。大重監督には、人ともにある場所（地域）の総体が生き物のように見えて

いることを実感し、地理屋としての私の心情も同じだ、と述べて共感しあっ

た。 

「久高オデッセイ第三部 風章」の最後の場面で、祭祀の最重要な施設、カ

ミアシャゲの中でノロが泣きながら祈る姿が、微かな音声とともに、映し出さ

れている光景は衝撃的である。その映像を受けて監督自身、いやそれだけでな

く監督の心の中で消えることのない比嘉康雄の声も重なって、監督自身がゆっ

くりと絞り出すような口調で、「12年間待っていた島の姿を確認した。」と語

った瞬間、私の目頭は熱くなり、思わず声に出そうになりながら心の中で呟い

た。 

「監督、願いが叶いましたね。久高島は息づいていましたね。まことにご苦

労様でした。よくぞこの瞬間を映像として記録していただき、それを私たちに

伝えてくださいました。凄いです。長年の監督の思いがこの一瞬の映像に結実

しましたね。本当にありがとうございます。」と…。 

私自身も 16年前の監督の言葉を思い出しながら、納得し、久高島への思い

が、沖縄をはじめ南の島々への思いとして広がり、そして我々の文化の基層に

流れ続けている水脈をこの映像が見せてくれているのだと実感し、身震いすら

覚えた。この作品の完成後まもなくお亡くなりになった監督は、この映像の瞬

間を一つの「命」の区切りとして納得されてニライ・カナイ＜注６＞へと旅立

たれたのだと思えた。 合掌。 

  

堀 信行／ホリ ノブユキ 

1943(昭和 18)年生まれ。東京都立大学(首都大学東京)名誉教授。広島大学卒業

後、東京都立大学理学部地理学科助手。広島大学総合科学部講師・助教授。東

京都立大学理学部助教授・教授。2007(平成 19)年退職後、奈良大学文學部地理

学科教授。2014(平成 26)年退職後、同大非常勤講師。専門は自然地理学、環境

地理学。おもな研究地域は日本、アフリカ、南太平洋でサンゴ礁地形や自然環

境の変遷史の研究を行う一方、人間と自然の関係性に注目した景観論や風土論

を展開。また研究活動の傍ら目黒区の生涯学習機構「めぐろシティカレッジ振

興会」(http://megurocc1995.wix.com/megurocc)の会長（兼学長）として長年

関わっている。 
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＜なお筆者のメールアドレスは、gaohorin@gmail.com です。もし本稿のご感想

やご意見をいただけるようでしたら、上記までご連絡いただければ、嬉しく思

います。＞ 

 

～・～＜注＞～・～ 

 

＜注１＞ 

大重潤一郎監督の経歴も含めて、『琉球新報』デジタルの記事 2015（平成 27）年 7

月 24日 10:20の訃報記事を若干加筆して転載しておきます。 

「久高オデッセイ」大重潤一郎さん死去 映画監督、69歳 

 

は長男生(せい)さん。大重さんは岩波映画製作所を経て独立。自然と伝統文化をテ

ーマに映画を作った。主な作品は、祭祀(さいし)イザイホーなど久高島の伝統文化に

焦点を当てた長編記録映画「久高オデッセイ」のほか「黒神」「光りの島」「風の島」「縄

文」など。2002(平成 14)年に活動拠点を沖縄に移し、NPO 法人沖縄映像文化研究所

理事長を務めた。ことし 6 月完成の「久高オデッセイ 第 3 部―風章―」（沖縄、東京

などで順次公開中）が遺作となった。遺族はしのぶ会、お別れ会に平服での参列を呼

び掛けている。 

＜なお映画の表題にある「オデッセイ」は、古代ギリシャの詩人ホメロスの叙事詩の

一つで、神話中の英雄オデュッセウス（ラテン名ユリシーズ）の長い放浪冒険談を詠っ

た詩に由来しています。＞ 

 

＜注２＞  

「NPO法人 東京自由大学」の “ｔhe Earth of Free Green” 掲載の紹介記事

(https://freegreen.jimdofree.com/%E7%AC%AC24%E5%8F%B7/%E9%8E%8C%E7%94

%B0%E6%9D%B1%E4%BA%8C/）をもとに加筆縮小しました。 

 

鎌田東二／かまた とうじ 

1951（昭和 26）年徳島県阿南市生まれ。國學院大學文学部哲学科卒。同大学院文

学研究科神道学専攻博士課程単位取得退学。岡山大学大学院医歯学総合研究科

社会環境生命科学専攻単位取得退学。武蔵丘短期大学助教授、京都造形芸術大学

映画「久高オデッセイ」などで知られる映画監督の大重潤一郎（おお

しげ じゅんいちろう）さんが 22日午後 4時 41分、肝臓がんのため

那覇市の病院で死去した。69歳。鹿児島県出身。しのぶ会（通夜）は

27日午後 6時から、お別れ会（告別式）は 28日午前 11時から正

午、ともに豊見城市豊崎 1の 200 のサンレー豊崎紫雲閣で。喪主 
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教授、京都大学こころの未来研究センター教授、2016（平成 28）年より上智大学グリ

ーフケア研究所特任教授、放送大学客員教授、京都大学名誉教授、NPO 法人東京

自由大学名誉理事長。文学博士。宗教哲学・民俗学・日本思想史・比較文明学など

を専攻。著書に『神界のフィールドワーク』『翁童論』『宗教と霊性』『神と仏の出逢う国』

『神と仏の精神史』『現代神道論—霊性と生態智の探究』など多数。 

 

＜注３＞ 

大重潤一郎監督に講義をしていただいた年のめぐろシティカレッジの講座

「生きる知恵、古今東西」の全容は次頁の一覧表の通りです。 

なお、表中の 6月 1日に講義をしていただいた肥田舜太郎氏は、この 3年 9 ヶ月

後にお亡くなりました。享年 100歳。感謝とともに、ご冥福を心からお祈りいたします。 

２０１３（平成 25）年度めぐろシティカレッジ講座 『生きる知恵、古今東西』 

回 月日 表題 氏名（2013年時の所属） 

1 4/6 何故いま「生きる知恵」か？ 堀 信行（奈良大学教授）                             

2 4/20 希望のチカラ 玄田有史（東京大学教授）                            

3 5/18 生きる力：幼子のように 姫野節雄、圭子（自然食実践家）                              

4 6/1 逆境に向かって生きる 肥田舜太郎（被爆医師・全日本民

医連顧問他）                        

5 6/5 天然記念物ってなに：文化財たちが示

す地域の来し方行く末 

桂 雄三（文化庁文化財専門調査

官）                          

6 6/29 自然から学ぶ・自然に帰る 中川博司（株）イナリサーチ社長）                         

7 7/6 遠野市の沿岸被災地後方支援：東日本

の被災地の「命」に向き合う 

本田敏秋（岩手県遠野市市長）                           

8 7/20 生きる知恵としての循環思想「ゆいむ

ん」を考える 

堀 信行（奈良大学教授） 

9 8/3 東日本大震災の被災地から「生きる知

恵」を考える 

山崎憲治（前岩手大学教授） 

10 9/7 ポリネシア人の生き方：タブとマナ 片山一道（京都大学名誉教授） 

11 9/21 詩歌に見る日本人の死生観 金山秋男（明治大学教授） 

12 10/5 夢を夢で終わらせないために子どもの

シェルターの創設 

一場順子（弁護士・カリヨンの子ど

もセンター理事） 

13 10/19 少年非行とは何か？若者が現代社会

を生きる知恵について考える 

友廣信逸                                     

（奈良大学教授・元家裁調査官） 

14 11/2 生きる知恵：私の場合 大重潤一郎（映画監督）                                 
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15 11/16 持続可能な社会秩序の知恵：スーダン

のヌバ社会に学ぶ政治と宗教の分離 

堀 信行（奈良大学教授）                          

16 12/7 少年院に学ぶ：子どもの育ちに必要な

ものを、知的遅滞・発達障害の子どもた

ちと私のやりとりから考える 

毛利甚八（フリーライター                

『家裁の人』作者）                                 

17 12/21 死に関する語りの歴史 梶谷真司（東京大学准教授） 

18 1/18 いのちをめぐる大地の再生：風土保全

と流域視点 

矢野智徳（造園家・環境再生士） 

19 2/1  日本の官僚として生きる：『万葉集』中

の渡来系氏族の人々 

梶川信行（日本大学教授） 

20 2/15  語ろう：私の中の「生きる知恵」 堀 信行（奈良大学教授） 

 

＜注４＞ 

写真評論家の大日方欣一（おびなたきんいち）氏が、『日本大百科全書(ニッポニ

カ)』（https://kotobank.jp/word/%E6%AF%94%E5%98%89%E5%BA%B7%E9%9B%84-

1581488）に書いた解説に一部加筆してあります。 

 

比嘉康雄／ひがやすお 

＜1938（昭和 13）年〜2000（平成１２）年＞写真家。琉球弧の島々（鹿児島から台

湾までの約 1200ｋｍの大洋上に連なる奄美諸島、沖縄諸島、宮古列島、八重山列

島）に伝わる祭祀・信仰の世界をテーマに、長期にわたり丹念な記録作業に取り組ん

だ。フィリピン、ミンダナオ島で沖縄から移住していた父母の間に生まれる。第二次世

界大戦終結後、沖縄本島へ両親とともに引き揚げる。1958（昭和 33）年コザ市（現沖

縄市）のコザ高校を卒業し、琉球警察学校での研修を経て嘉手納(かでな)警察署に

巡査として勤務、在職中に事件現場での鑑識を目的として写真撮影を始める。1968

（昭和 43）年アメリカ軍嘉手納基地での戦闘機墜落爆発事故を転機として警察を辞

め、写真家を志して上京。東京写真専門学院に入学。1971（昭和 46）年同校を卒業

するにあたり、それまで沖縄で撮影してきた様々な日常的光景のスナップショットによ

る個展「生れ島・沖縄」（ニコンサロン、東京）を開催。沖縄がアメリカ統治下から日本

へ返還された 1972（昭和 47）年、同展の出品作を中心にまとめた写真集『生れ島・沖

縄』を上梓。同年北海道・稚内から南へ日本列島縦断の撮影行を行い、その報告「沖

縄から本土を見る」を『カメラ毎日』誌 1973（昭和 48）年 3月号に発表する。 

 1973（昭和 48）年民俗学者谷川健一（1921〜2013）に同行し、宮古島狩俣（かりま

た）の祖神祭「ウヤガン」（森に数日間こもって祖霊神と一体化した巫女(みこ)たちが

現世の集落に現れ村人たちを寿(ことほ)ぐ、旧暦 10月から 12月にかけて行われる

祭）を撮影。以来、ライフワークとして、琉球弧に受け継がれる祭祀世界の記録撮影

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
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に取り組むようになる。とくに 1975（昭和 50）年からは、久高島のすべての祭祀・民俗

儀礼を 25年間にわたり継続して取材。1976（昭和 51）年、島々の祭祀を主体として

担う女たちの姿をとらえたフォト・ルポルタージュ「おんな・神・まつり」で『太陽』賞受

賞。1978（昭和 53）年、久高島の聖地「クボー御獄(うたき)」で 12年に一度行われる

神女就任儀礼「イザイホー」を記録撮影する（この後、島の過疎化により神職継承者

がいなくなりイザイホーの儀礼は途絶する）。1979（昭和 54）年、写真集『神々の島―

沖縄久高島のまつり』（共著）を上梓。1989年（平成 1）より、それまで琉球弧の各地

で撮りつづけてきた祭祀の記録写真をまとめ、自ら執筆した解説を交えた写真集シリ

ーズ『神々の古層』全 12巻を刊行しはじめ、1993（平成 5）年に完結。同シリーズで日

本写真協会年度賞、日本地名研究所風土研究賞を受賞。また同年、長年にわたる民

俗調査をまとめた研究書『神々の原郷 久高島』を上梓。最後の著作『日本人の魂の

原郷・沖縄久高島』（2000）を書き下ろし、刊行直前に 61歳で死去。2001（平成 13）年

那覇市民ギャラリーで回顧展「光と風と神々の世界」が開催された。 

 

＜注５＞ 

「イザイホー」とは、沖縄本島の東方約５ｋｍの海上に浮かぶ久高島で 12年に一

度、午（ウマ）年の旧暦 11月 15日〜19日の 5日間にわたって行われる神女就任の

祭祀の名称です。この祭祀の対象となる女性は、12年間の間に数えで 30歳を迎え

た（すなわち 30歳から 41歳）の女性を新規加入者に「成った人」という意味で「ナン

チュ」と呼ばれ、彼女たちに神女の資格を与えるための儀式が「イザイホー」です。儀

式は、ノロと呼ばれる巫女（みこ）を中心に、その他タムトウ、ウンサク、ヤジクと呼ば

れる役職をもった巫女集団が中心となって、30歳から 70歳までの島の全女性が参

加します。ただしこの儀式に参加できる女性は、「この島で生まれ育った」女性に限ら

れています。1990（平成 2）年に「イザイホー」が行われる予定でありましたが、神女の

高齢化や欠員、さらに「ナンチュ」対象者の多くが島外に出て不在のため中止となりま

した。その後の 2002（平成 14）年には、この状況はさらに進み、挙行できませんでし

た。 

 

＜注６＞ 

「ニライ・カナイ」とは、久高島のみならず、沖縄諸島、奄美諸島など南の島々の

人々が、地域によって異なりますが、一般には東方の海の彼方にあると信じている楽

土、理想郷を「ニライ・カナイ」とか「ニルヤ・カナヤ」などと呼んできました。記紀神話

でいえば「常世」（とこよ）に相当します。 

上述＜注５＞の「イザイホー」の儀式についていえば、お祈りをするのは「ニライ・カ

ナイ」に向かってであり、「ニライ・カナイ」から来訪する神をお迎へし、歓待をして、神

の祝福を受けて神女になるということになります。 


